
非
正
規
雇
用
を
選
ぶ
理
由

　
家
事
、
育
児
、
介
護
な
ど
の
負
担
が
大
き
い

こ
と
も
あ
り
、
働
く
女
性
の
約
６
割
が
、
非
正

規
雇
用
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
非
正
規
の

仕
事
を
選
ぶ
理
由
は
「
自
分
の
都
合
の
よ
い
時

間
に
働
け
る
か
ら
」「
家
計
の
補
助
、
学
費
等

を
得
た
い
か
ら
」
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
（
平

成
24
年
度
厚
生
労
働
省
調
査
）。

非
正
規
雇
用
の
賃
金
は
正
規
の
７
割

　
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
く
女
性
の
平
均
月
収
は
、

正
規
雇
用
の
場
合
は
25
万
９
３
０
０
円
。
そ
れ

に
対
し
、
非
正
規
雇
用
だ
と
18
万
１
０
０
０
円

と
な
っ
て
い
ま
す
（
図
３
）。
同
じ
時
間
数
を

働
い
て
も
、
非
正
規
の
賃
金
は
、
正
規
の
約
７

割
程
度
で
す
。
ま
た
、
年
齢
階
級
が
上
が
っ
て

も
、
非
正
規
で
は
賃
金
の
上
昇
が
あ
ま
り
な
い

と
い
う
こ
と
も
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

報
酬
は
賃
金
だ
け
で
は
な
い

　
目
に
見
え
に
く
く
、
正
規
・
非
正
規
で
大
き

な
差
が
あ
る
の
が
福
利
厚
生
。
雇
用
保
険
や

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
の
よ
う
な
各
種
制
度

は
、
非
正
規
に
は
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
勤
務
先
で
の
研
修
や
教
育
訓
練
も
、

正
社
員
の
ほ
う
が
充
実
し
て
い
る
場
合
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。非
正
規
の
仕
事
は
、キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
に
つ
な
が
り
に
く
い
の
が
現
状
で
す
。
こ
れ

ら
の
「
金
銭
外
」
の
差
は
、
勤
務
年
数
が
長
い

ほ
ど
、
開
い
て
い
き
ま
す
。

価
値
の
同
じ
仕
事
に
は
、
同
じ
賃
金
を

　
昨
今
で
は
、
正
規
・
非
正
規
を
問
わ
ず
、
同

じ
仕
事
に
対
し
て
は
同
じ
賃
金
を
支
払
う
「
同

一
価
値
労
働
同
一
賃
金
」
の
導
入
が
議
論
さ
れ

て
い
ま
す
。
平
成
28
年
３
月
か
ら
、
厚
生
労
働

省
で
「『
同
一
労
働
同
一
賃
金
』
の
た
め
の
検

討
会
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
正
規
と
非
正
規
の

賃
金
差
な
ど
を
示
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
指

針
）
が
年
内
に
ま
と
ま
る
方
針
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
考
え
方
を
導
入
す
る
に
は
、
現
状
の

労
働
慣
行
を
見
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
非
正
規
で
あ
っ
て
も
、
仕
事
内
容
や
能
力
は

正
当
に
評
価
さ
れ
、
公
正
な
賃
金
や
待
遇
を
受

け
ら
れ
る
べ
き
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
納
得
し

な
が
ら
働
け
る
よ
う
な
、
柔
軟
な
社
会
に
な
る

こ
と
を
望
み
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　（
福
田
）

職
場
も
男
女
平
等
？

　
女
性
の
社
会
進
出
は
ま
す
ま
す
進
ん
で
い

ま
す
が
、
女
性
の
家
事
、
育
児
、
介
護
な
ど
の

負
担
は
未
だ
に
大
き
く
、
仕
事
と
の
両
立
は
容

易
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
、
日
本
の

女
性
の
育
休
取
得
率
は
、
平
成
26
年
度
で
86
・

６
％
で
す
が
、
男
性
は
2.3
％
で
、
ほ
と
ん
ど
利

用
で
き
て
い
な
い
の
が
現
実
で
す
（
図
１
）。

理
由
の
一
つ
と
し
て
、
妊
娠
・
出
産
す
る
女
性

社
員
に
対
す
る
「
マ
タ
ハ
ラ
（
マ
タ
ニ
テ
ィ
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
）」
と
、
男
性
社
員
が
育
児
の
た

め
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
行
為

「
パ
タ
ハ
ラ
（
パ
タ
ニ
テ
ィ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
）」

が
あ
り
ま
す
。
世
代
に
よ
り
意
識
や
価
値
観

の
違
い
が
大
き
く
、
上
司
の
圧
力
や
職
場
の
雰

囲
気
に
よ
り
、
男
性
が
育
児
に
積
極
的
に
な

れ
な
い
現
実
が
あ
り
、
男
性
の
仕
事
と
育
児
の

両
立
は
女
性
同
様
厳
し
い
の
が
現
状
で
す
。

先
進
的
な
海
外
の
事
例

　
一
方
で
男
女
共
同
参
画
が
最
も
進
ん
で
い
る

と
い
え
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
、
男
性
の
育
休
取

得
率
が
約
80
％
と
非
常
に
高
い
国
で
す
。
そ
の

背
景
と
し
て
、
パ
パ
・
ク
ォ
ー
タ
ー
制
の
導
入

（
育
休
の
一
定
期
間
を
父
親
の
み
に
割
り
当
て

る
制
度
）
や
、
育
休
中
の
所
得
保
障
が
充
実
し

て
い
る
こ
と
、
育
休
の
取
り
方
に
自
由
な
選
択

肢
が
あ
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
し
っ

か
り
と
し
た
制
度
に
支
え
ら
れ
、
育
児
に
対
す

る
男
性
の
意
識
が
高
い
こ
と
に
よ
り
、
出
産
・

育
児
期
で
あ
っ
て
も
、
約
80
％
の
女
性
が
仕
事

を
持
つ
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
（
図
２
）。

　
ま
た
、
オ
ラ
ン
ダ
で
は
フ
ル
タ
イ
ム
と
パ
ー

ト
タ
イ
ム
の
違
い
は
労
働
時
間
の
違
い
の
み

で
、
時
給
や
社
会
保
険
な
ど
労
働
条
件
の
格

差
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
個
人
が
必
要
な
収

入
を
得
な
が
ら
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ

た
働
き
方
が
で
き
る
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な

ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
が
進
む
こ
と
で
、
育
児

や
介
護
の
た
め
に
離
職
す
る
人
を
減
ら
す
こ

と
も
で
き
る
は
ず
で
す
。
　

家
庭
も
地
域
も
男
女
平
等
に

　
労
働
に
は
有
償
労
働
と
無
償
労
働
が
あ
り

ま
す
。
家
事
、
育
児
、
買
い
物
や
自
治
会
、Ｐ

Ｔ
Ａ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
無
償
労
働

を
支
え
て
い
る
の
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
女
性

で
す
。
子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
、
家
庭
や
地
域

の
働
き
手
を
支
え
る
重
要
な
存
在
で
す
。
こ
の

二
つ
の
労
働
そ
れ
ぞ
れ
が
重
な
り
合
い
、
補
い

合
わ
な
け
れ
ば
個
人
の
生
活
も
地
域
も
回
っ

て
い
き
ま
せ
ん
。

　
意
識
も
制
度
も
変
わ
る
こ
と
で
、
男
女
が

共
に
「
仕
事
も
家
庭
も
バ
ラ
ン
ス
よ
く
」
が
実

現
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。  （
成
田
）

女
性
の
再
就
職
の
現
状
　

　
結
婚
、
出
産
の
た
め
に
離
職
す
る
と
、

子
ど
も
が
幼
い
時
期
は
家
事
、
育
児
の
負

担
増
、
待
機
児
童
問
題
な
ど
で
す
ぐ
に
は

再
就
職
で
き
な
い
女
性
も
多
く
い
ま
す
。

働
く
女
性
の
割
合
は
30
歳
代
で
下
が
り
、

40
歳
代
で
回
復
す
る
М
字
カ
ー
ブ
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
（
図
２
）。

つ
ま
り
い
っ
た
ん
離
職
し
て
も
、
長
期
的

に
は
多
く
の
女
性
が
、
再
び
職
を
持
つ
こ

と
が
で
き
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
し

か
し
、
再
就
職
の
場
合
は
非
正
規
雇
用
が

多
く
、
キ
ャ
リ
ア
を
活
か
せ
な
い
な
ど
課

題
が
多
い
の
が
現
状
で
す
。

離
職
期
間
は
ブ
ラ
ン
ク
？

　
離
職
期
間
が
長
い
ほ
ど
、
仕
事
の
ス
キ

ル
が
低
下
す
る
の
で
は
と
い
っ
た
企
業
側

に
よ
る
マ
イ
ナ
ス
評
価
の
傾
向
が
、
女
性

の
再
就
職
の
大
き
な
壁
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
近
年
、
多
く
の
企
業
は
中
途

採
用
に
お
い
て「
年
齢
」よ
り「
専
門
能
力
・

職
業
経
験
」を
重
視
し
て
い
ま
す
。
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
求
職
申
し
込
み
を
行
っ
て
い
る

場
合
は
、公
共
職
業
能
力
開
発
機
関
に
て
、

職
業
訓
練
を
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
一
定
要
件
を
満
た
せ
ば
、
厚
生
労
働

大
臣
が
指
定
す
る
教
育
訓
練
講
座
を
受
講

し
修
了
し
た
場
合
、
支
払
っ
た
経
費
の
一

部
を
支
給
さ
れ
る
「
教
育
訓
練
受
講
給
付

金
制
度
」
も
あ
り
ま
す
（
厚
生
労
働
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
参
照
）。
ま
た
清
瀬
市
男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ー
で
も
「
し
ご
と
サ
ポ
ー
ト

相
談
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
離
職
期
間

は
、
自
分
自
身
を
磨
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
期
間

だ
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
す
。

自
分
に
合
っ
た
働
き
方

　
出
産
育
児
を
機
に
離
職
し
た
女
性
た
ち

が
再
び
仕
事
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
と
き
、

再
就
職
ば
か
り
で
な
く
、
起
業
す
る
方
法

も
あ
り
ま
す
。
自
分
に
合
っ
た
働
き
方
を

す
る
た
め
に
は
、
夫
婦
間
で
の
価
値
観
を

共
有
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
働
き
方
、

育
児
方
針
、
家
計
の
比
重
な
ど
価
値
観
を

合
わ
せ
る
こ
と
で
家
事
、
育
児
の
分
担
も

ス
ム
ー
ズ
に
進
み
ま
す
。「
希
望
す
る
時

期
に
、希
望
す
る
職
種
で
再
就
職
で
き
る
」

こ
と
が
、
本
当
の
セ
カ
ン
ド
チ
ャ
レ
ン
ジ

の
成
功
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  （
竹
下
）

仕事も家庭もバランスよく

母親のセカンドチャレンジ

企業も変わってきています

多様な働き方に柔軟なルールを

図 2　主要国における年齢階級別労働力率

平成 28 年版　男女共同参画白書

応
援
し
ま
す
、
働
く
女
性

　「
日
経
Ｗ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｎ
」
が
１
９
８
８
年
創
刊

当
時
か
ら
不
定
期
で
実
施
し
て
い
る｢

女
性
が

活
躍
す
る
会
社
Ｂ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
１
０
０
」
で
、２
０

１
４
年
か
ら
２
年
連
続
総
合
１
位
を
受
賞
し

て
い
る
資
生
堂
は
、
早
い
時
期
か
ら
女
性
の
活

躍
を
推
進
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
着
目
し
、
積

極
的
に
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
仕
事

と
育
児
の
両
立
支
援
に
お
い
て
は
、
法
律
に
先

が
け
た
育
休
・
育
児
時
間
制
度
な
ど
の
整
備
、

事
業
所
内
保
育
所
の
開
設
に
よ
り
安
心
し
て

働
け
る
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
２
位
の
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
は
、
毎
年
の
よ
う
に
女
性
役
員
を
輩
出
。３

位
の
Ａ
Ｎ
Ａ
は
、
女
性
管
理
職
比
率
の
数
値
目

標
を
公
表
、
研
修
を
強
化
し
て
い
ま
す
。
２
社

と
も
、
き
め
細
や
か
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
成
果

で
、
そ
れ
ぞ
れ
昨
年
７
位
、６
位
か
ら
の
躍
進

で
す
。

　
今
年
４
月
の
「
女
性
活
躍
推
法
」
を
受
け
、

女
性
が
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
や
キ
ャ
リ

ア
意
欲
の
向
上
に
取
り
組
む
企
業
や
事
業
所
、

自
治
体
が
身
近
な
地
域
の
中
に
も
増
え
て
き

て
い
ま
す
。

「
イ
ク
メ
ン
企
業
ア
ワ
ー
ド
２
０
１
５
」

　
厚
生
労
働
省
は
、
男
性
の
育
児
参
加
を
促

進
す
る
た
め
の
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト｢

イ
ク
メ

ン
企
業
ア
ワ
ー
ド｣

を
、２
０
１
３
年
か
ら
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
社
会
福
祉

法
人
桔
梗
会
は
、
小
規
模
な
事
業
所
な
が
ら
、

育
休
の
有
給
化
、
有
休
の
時
間
単
位
取
得
な

ど
制
度
を
整
備
。
上
司
か
ら
の
育
休
取
得
の

呼
び
か
け
な
ど
に
よ
り
、
男
性
の
育
休
取
得
率

１
０
０
％
を
達
成
し
て
い
ま
す
。
仕
事
と
育
児

を
両
立
で
き
る
職
場
環
境
で
は
、
中
堅
職
員
の

仕
事
を
他
の
職
員
に
分
散
し
「
チ
ー
ム
の
仕

事
」
と
し
て
確
立
。
そ
れ
に
よ
り
担
当
職
員
が

不
在
で
も
、
他
の
職
員
が
対
応
で
き
る
よ
う
に

改
善
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

お
互
い
さ
ま
の
社
会
に

　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
「
働
き
手
」
の
意

欲
に
も
繋
が
り
ま
す
。
女
性
が
働
き
や
す
い
職

場
と
は
、
男
性
に
と
っ
て
も
働
き
や
す
い
環
境

で
す
。
男
女
問
わ
ず
、
誰
も
が
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
に
応
じ
た
働
き
方
が
で
き
、
継
続
し
て
働
け

る
環
境
は
、
企
業
に
と
っ
て
も
人
材
確
保
に
繋

が
り
ま
す
。
お
互
い
さ
ま
の
気
持
ち
で
、
社
会

が
回
っ
て
も
ら
い
た
も
の
で
す
。
　
　 （
川
村
）

厚生労働省　平成 27 年賃金構造基本統計調査

「なぜ女性は仕事を辞めるのか
5155 人の軌跡から読み解く」　

岩田正美・大沢真知子　編著／日本
女子大学現代女性キャリア研究所編

／青弓社
　女性は結婚や育児のために仕事を
辞めるのだと、見慣れたＭ字曲線と
共に思ってきました。それが豊富な
データと考察を読んで、キャリア
アップができない、や
りがいを見いだせな
いと離職する人も多
いのだと知りました。
働く女性の本音が聞
こえてくる本です。

（安井）

「男が育休を取ってわかったこと」
池田大志／セブン＆アイ出版

　父親が育休を取る、育児をするな
んて何か事情があるのでは、と思わ
れてしまう世の中です。著者が育休
を取った理由は「父親で
あること」を楽しみた
かったから。育児の機会
は男女平等です。パパの
育休も人生設計の中に入
れてみませんか？　　　

（成田）

本の紹介

イクメン企業アワード

くるみん

「子育てサポート企業」と

して、厚生労働大臣の認定

を受けた企業だけが使用で

きるマーク。

図 1　男女別の育休取得率の推移

内閣府経済社会総合研究所編
「スウェーデン企業における
ワーク・ライフ・バランス調査」
2005 年。日本は厚生労働省「女
性雇用管理基本調査」（2004
年度）

スウェーデンと日本の育休
取得率（民間企業）

男性 79.2％ 0.56％

スウェーデン 日本

女性 84.0％ 70.6％

厚生労働省「平成 26 年度雇用均等基本調査」

図 3　雇用形態・性別平均賃金（2015 年、千円、月額）

※上記の２冊はアイレックで借りる
　ことができます。
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